
人類の誕生から探る歯科治療
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チンバンジーと共通の祖先と分かれて700万年、豊かな森から出た人類 |よ 歯をすり減らして

生きながらえてきた。それを支えてきたのは、シンメ トリーな歯列を持つ鉗子状の咬耗咬合で

ある。

ヒトの特徴は、直立2足歩行と犬歯の退縮である。ヒトのこの特徴は、動物の中でもかなり

珍しいもので、頭を背骨の上に載せて立つて二本足で歩く動物はヒト以外にいなしヽし、牙をな

くした霊長類もヒト以外にしヽない。さらに小さくなつた犬歯は他の咬耗した歯に合わせて尖頭

をなくし、上下切端同士で噛み合う平らな歯列を持つようになつた。鉗子状の咬耗咬合である.

人類の祖先である初期の猿人がさらに猿人、原人、1日人、新人と気の遠くなるような時間を

かけて進化していく中で完成された咬耗した歯列を持つこの鉗子状咬合は縄文時代まではこく

普通の咬合様式であつたが、つい最近の弥生時代以降、しヽやそれよりもつと最近、その咬耗現

象をなくして鉗子状咬合から鋏状咬合に変化した。現在の歯科学ではこの鋏状咬合が正常咬合

と言われている。

私は臨床50年の中で崩壊された咬合を持つ患者さんの治療を数多くこなしてきました。そ
:

してこれらの症例を通して、現在の歯科学で抱えていることの矛盾や問題点が浮き彫りにされ :

てきました。今回先生方にどのようにして崩壊された咬合を治したのか、そしてその結果何か
|

起きたのかを見ていただき、人類が培つてきた鉗子状咬合と現代人の持つ鋏状咬合から現代歯 :

科学の盲点についてお話してきたらと思つています。                   |
今回の話は臨床での事実で、その事実からの人類学的な当たり前の考察です。

「なるほど」と相槌を打つていただけたら幸甚です。
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